
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T3014 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報Ⅰ 科目 情報Ⅰ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「情報Ⅰ Next」（数研出版） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

これからの情報社会で必須となる情報モラル、セキュリティなど日常生活に活用することのできる

基本的な事から、デジタルデータの基礎を知り、情報を活用し社会を生き抜く力を身に付けてほし

い。 

 

 

２ 学習の到達目標 

１． 情報通信技術が社会においてどのように活用され、それによりどのような問題が発生するかについ

て理解する。 

２． 身近にある情報通信技術を通してどのように発展してきたかについて理解する。 

３． 情報を活用する力を養い、自らの力で課題を解決する。 

４． 情報通信技術の在り方について自らの考えを持つために必要な，知識，能力，態度を身に付ける。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

情報と情報技術を問題の発

見・解決に活用するための

知識について理解し，端末

を取り扱う技能を身に付け

ている。 

 

情報を取り扱う際に、情報モ

ラルやセキュリティなどにお

いて様々な場面で法を遵守し

た判断を行い、導き出した考

えを適切に表現している。 

 

情報社会との関わりについて

考えながら，問題の発見・解

決に向けて主体的に情報と情

報技術を活用し，自ら評価し

改善しようとしている。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 

 

 

 

 

前 

 

 

 

 

期  

情

報

と 

メ

デ

ィ

ア 

1 節 情報の特徴 

 

2 節 情報の表現形式 

a:情報がもつ意味や働き、種類を 

理解し、複数の情報から情報を

検証する技能を身に付けてい

る。 

 

b:情報のもつ価値や信頼性、検証 

方法について考え、判断しその

結果を表現できる。 

 

c:情報が持つ意味や働き、形式に 

関心を持ち、積極的に学習しよ

うとしている。 

 

 

 

観察 

プリント 

単元テスト 

定期テスト 

 

 

 

観察 

プリント 

定期テスト 

 

 

 

 

 

観察 

プリント 

自己評価 

 

情
報
社
会
に
お
け
る
法
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

１節 個人情報 

２節 著作権 

３節 情報セキュリティ 

a:個人情報やプライバシーの保 

護、著作権などの知的財産権を

保護する必要性やそれに関連

する法律の目的について理解

し、それらを守るセキュリティ

の性質を理解する。 

 

b:情報を適切に扱う法律や責任、 

著作権などの知的財産を保護

することの必要性について判

断しその結果を表現できる。 

 

c:これらを守る情報セキュリテ 

ィについて関心をもち、活用し

ようとしている。 

 

 

 

観察 

プリント 

単元テスト 

定期テスト 

 

 

 

観察 

プリント 

定期テスト 

 

 

 

 

 

観察 

プリント 

自己評価 
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後 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

期 

    

前 

    

期 

情
報
の
デ
ジ
タ
ル
表
現 

1 節デジタル情報の表し方 

 

2 節デジタル表現 

a:ビットやバイトの概念、デジタ 

ル情報の量の単位について理

解している。2進法・10 進法・

16 進法の変換のしかたについ

て理解し，実際に変換を行うこ

とができる。 

文字コード、音や画像のデジタ

ル化のしくみを理解し文字を

を表現することができる。 

 

b: 2 進法・10 進法・16 進法の数 

の変換の方法について考え，そ

の結果を適切に表現している。 

限られたビット数で数値を表

現する方法について考え，その

結果を適切に表現している。 

 

c:デジタル情報の表し方につい 

て理解し、活用しようとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

プリント 

単元テスト 

定期テスト 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

プリント 

定期テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

プリント 

自己評価 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
発
達 

１節 コミュニケーション手

段の発達 

２節 情報の発信とメディ

アの性質 

a:情報通信技術の発達がコミュ 

ニケーション手段を変化させ

たことを理解し、情報メディア

の性質を理解したうえで適切

なメディアで発信する事がで

きる。 

 

b:目的に応じて発信するメディ 

アを適切に選択することがで

きる。 

 

c:コミュニケーションの手段と 

して通信が発達してきた歴史

を知ろうとしている。コンピュ

ータを活用して情報を受け手

にわかりやすく表現しようと

している。 

 

 

 

 

 

観察 

プリント 

単元テスト 

定期テスト 

 

 

 

 

 

観察 

プリント 

定期テスト 

 

 

 

 

 

 

 

観 

察 

プリント 

自己評価 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


